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～ 盂蘭盆御書にいわく ～
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悪の中の大悪は、我が身にその苦をうくるの
みならず、子と孫と末え七代までも、かかり候
いけるなり。

善の中の大善も、またまたかくのごとし。目連
尊者が法華経を信じまいらせし大善は、我が
身仏になるのみならず、父母仏になり給う。

上七代下七代、上無量生下無量生の父母等
存外に仏となり給う。
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目連尊者と盂蘭盆の起源

釈尊の十大弟子の一人。
目連尊者が餓鬼道に堕ちた母を苦しみから
救おうと供養したという『盂蘭盆経』に由来。
目連尊者が法華経を信じた功徳によって自
身が成仏し、同時に両親をはじめ先祖、子
孫も成仏できたといわれる。
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